
        令 和 ２ 年 １ 月 ３ １日                               

国土交通省中部地方整備局 

                           富 士 砂 防 事 務 所 

 

令和元年度 補正予算に関する事業概要について 

 
～防災・減災、国土強靱化を強力に推進し、安全・安心を確保～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 添付資料：令和元年度 補正予算に関する富士砂防事務所の事業概要 

 

なお、富士砂防事務所ＨＰにも掲載されております。 

http://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/index.html 

 

２． 配 布 先：静岡市記者会、富士宮記者会、富士記者クラブ、山梨県政記者クラブ 

 

３． 問合せ先：国土交通省 中部地方整備局 富士砂防事務所 

    副 所 長  西 原    均  

    工 務 課 長  掘    智 幸 

    地すべり対策課長  村 野  幸 宏 

 （ＴＥＬ）０５４４－２７－５２２１（代表） 

 

■火山砂防事業費 

①生命と財産を守るため、防災・減災、国土強靱化の取組を加速化・深化 

・富士山を源流とする潤井川流域の各渓流において、火山噴火や降雨に起因す 

る土砂災害を防ぐための砂防堰堤・遊砂地の整備を推進します。（5箇所） 

・富士山の火山噴火に起因する土砂災害に備えて緊急減災対策等の準備を推進し 

ます。（2箇所） 

  

■地すべり対策事業費 

②災害発生時も、「いのち」と「くらし」を守り、「ものづくり中部」の経済活

動を支える！！ 

・由比地すべり対策の整備に必要となる調査・設計を行います。 

 

平成 31 年度当初 ：６，２９７百万円 

令和元年度補正 ：１，６６３百万円 

事業費計    ：７，９６０百万円（当初比：１．２６倍） 
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富士山火山砂防事業

■富士山麓における土砂災害を防ぐための砂防事業

・大沢川遊砂地において強靱化プロジェクトを進めます。(P3④)
・風祭川で砂防堰堤工の整備を行います。(P3①)
・足取川支川大久保沢で砂防堰堤工の整備を行います。(P3③)
・凡夫川支川不動沢で遊砂地工の整備を行います。(P3②)
・流域管内で砂防施設の改築を行います。(P3⑥)

由比地すべり対策事業

■豪雨や地震による大規模地すべり災害の発生を未然に
防ぐための地すべり対策事業

令和元年度 補正予算に関する
富士砂防事務所の事業概要

富士山を源流とする潤井川流域の各渓流において、火山噴火や降雨に起因する土砂災害を
防ぐための砂防堰堤・遊砂地の整備を推進します。

富士山の火山噴火に起因する土砂災害に備えて緊急減災対策等の準備を推進します。

■緊急減災対策の推進

・大沢川で富士山南麓緊急減災対策工(ブロック製作工)を行います。(P3⑤)
・富士山北麓緊急減災対策工(ブロック製作工)を行います。(P4①)

※うち臨時・特別の措置 １，６６６百万円

地 区 名 年 度
事業費
(百万円)

富士山南西麓・北麓地区
（富士山火山砂防事業）

平成３１年度 ４，２１３※

令和元年度
補正予算

１，６０３

地 区 名 年 度
事業費
(百万円)

由比地区
（地すべり対策事業）

平成３１年度 ２，０８４※

令和元年度
補正予算

６０

※うち臨時・特別の措置 ２００百万円

・蜂ヶ沢ブロックの深礎杭施工のための調査・設計を行います。
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